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松尾　五良
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　家庭学習の定着は、本校の長年の課題であ
る。課題（宿題）の内容や量を更に検討し、
家庭学習時間の確保により、学力向上を図り
たい。一人一台端末を用いることで個々の学
習課題を解決する手段になり得るので、今後
も研究を続けていきたい。

　コロナの影響を言い訳にせず、心を込めて
気持ちのよい挨拶をする習慣を、学校生活の
あらゆる場面で定着させたい。
　伊予高生の将来像を見据えて、身だしなみ
や制服の在り方を再検討したい。まずは生徒
や保護者から多く意見があった靴下の色の規
程を変更する。
　生徒の些細な変化や行動を見逃さず、関係
教員で早期に情報共有することで、問題行動
の未然防止に努めたい。

　「分かる授業」の実践はできているようであ
るので、家庭学習時間の減少のため、学力が定
着していないのではないか。どこの学校も同じ
問題に直面していると思う。

　生徒による授業アンケートにおいて、ほとん
どの項目で「思う」「だいたい思う」が多数で
あり、評価できる。

　授業を理解できている、自分の学力が向上し
ている、と答えている生徒、保護者の割合が高
い。先生方の努力の結果であると思う。

　伊予高校の生徒の姿を見ることの多い地域の
人たちがどう見てくれているかも大切な評価だ
と思う。

　社会規範や遅刻を減らす指導では効果が出て
いる。

　学校行事は本校の大きな魅力の一つであ
る。コロナ禍の影響で活動の制限はあるが、
できる限り充実を図り、生徒により多くの経
験をさせていきたい。
　部活動加入率は92.5％であり、多くの生徒
が熱心に活動できているが、運動部活動離れ
が見られる。スポーツの楽しさや喜びを味わ
う中で自主性、協調性、責任感、連帯感を育
む指導の工夫・研究を行いたい。

　生徒数の減少で部活動指導も大変だと思う
が、アンケートではよい結果が出ている。

学校評議員、元県立高等学校長

伊予市立港南中学校教頭

松前町立北伊予中学校教頭

　生徒主体の活動をこれからも心掛けていただ
きたい。
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学校評議員、伊予商工会議所青年部会長

学校評議員、松前町青少年補導センター所長

学校評議員、松前町民生委員児童委員協議会会長

学校評議員、松前町教育委員会教育長

　生徒・保護者の啓発を行い、自己実現に向け
てどういう道筋を立てていけばよいか個別に教
育相談を繰り返す。

　家庭学習時間の確保と学力向上を自覚できな
い生徒の関係が深いのではないでしょうか。

　挨拶に対して生徒と教員の差がやや大きいよ
うに思う。中学校でも同じような結果になって
いる。継続して指導していくしかないと思う。

　人権意識、身だしなみ指導、社会規範の指
導、悩み相談等、生徒や保護者からの評価も高
い。

　生徒指導面での充実が顕著である。先生と生
徒が一体となり取り組んでいる。先生方がチー
ムを組み、迅速な対応ができている。

　身だしなみを守る意識から行動面へつながる
よう指導していただきたい。

　コロナ禍、先生も生徒もストレスの多い中で
の活動。生徒たちの評価は高く、制限の中での
工夫した活動への努力を感じる。

　明るい服プロジェクト、子ども食堂への参
加、募金活動等、ボランティアの活躍は、地域
として嬉しく思う。

　アンケートで生徒、保護者の評価が高い。運
動部で活動を希望する生徒が少ないのが気にな
る。運動でも元気に頑張ってほしい。



(4) 進路指導

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

(5) 人権教育

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

(6) 読書指導

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

(7) 学校経営

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

　低学年から定期的に進路希望調査をし、生
徒の希望に応じた指導ができるよう、ホーム
ルーム担任や学年、教科との連携を更に図っ
ていきたい。
　今年度まで、年度末に最終的に確定した進
路状況をＨＰ等に掲載していたが、今後は随
時掲載するようにしていきたい。また、受験
希望者が多い地元の学校については、細かな
情報提供をしていきたい。

　マニフェストの達成については、一定の評
価をいただいている。評価が連続して高い項
目については、目標値を見直すなどして、よ
り高みを目指したい。
　「愛心校」の醸成については、次年度に40
周年を迎えることから、様々な機会を捉えて
学校に誇りを持てるよう、意識啓発に努めた
い。
　学科の新設については、現在、再編整備計
画に基づいて、地域を交えた協議がなされて
いるところである。本校としては、現在ある
コースの魅力に一層磨きをかけ、生徒のニー
ズに応えたいと考えている。
　学校の魅力化に関しては、引き続き教育相
談と進路実現の充実を図るとともに、地域と
の連携を深めながら中学生等に向けて、学校
の魅力を伝えていきたい。

学　校　関　係　者　評　価　報　告　書

　一人一台端末の導入により、学習活動にお
ける情報の収集をインターネットだけに頼る
傾向が強まったと感じる。正確な情報を収集
し、物事を多面的に考察する力が身に付けら
れるよう、各教科や学年に図書館の活用を促
したい。生徒の自主的・自発的な学習活動や
読書活動を支えられるよう、図書館資料の充
実を図りたい。
　朝の読書では学級文庫を利用している者が
多いので、選書を工夫したい。

　アンケートでは良い評価だが、生徒のランキ
ングでは中程度である。進学実績が外部の人か
らも分かりやすいようにしてはどうか。

　多様なメディアの影響で、ますます読書に多
くの時間をかけない風潮で仕方ないと思うが、
せめて新聞を読む、考える生徒の育成を。

　朝の読書の時間は、読書の習慣がない子ども
たちにとって本に触れるいい機会になっている
と思う。これからも継続してほしい。

　読書習慣を通して生涯学び続ける生活の一部
としてのライフスタイルを身に付けさせてほし
い。

　「愛校心」を先生も生徒ももっと培ってほし
い。先輩も後輩も誇り高き伊予高校と思えるよ
うに意識改革を願う。

　学校として正すべきところ、譲れない一線が
あると思うが、意識統一をして取り組む必要が
ある。

　アンケートで生徒や保護者の評価が比較的低
く、ランキングでも下位である。

　最後まで丁寧に対応していただきました。あ
りがとうございました。

　いじめ問題も含め、実践のための工夫が大切
であると思う。

　先生方の意識改革が第一だと思う。

　マニフェスト達成率80％は素晴らしいと思
う。達成内容のレベルを少しずつアップしてい
けるといい。

　いじめ問題については、特に教職員全体の
共通理解を図り、引き続き生徒に寄り添った
指導を心掛けたい。
　来年度もコロナ禍による研修会や集会等の
制限が予想される中、他の効果的な方法を模
索し、校内外の連携を密にした人権教育に取
り組みたい。

　教育相談と進路の実現を通して魅力ある学校
として地域の生徒を育ててほしい。地域の学校
として設立された当初のように、中学生や保護
者が選んで進学したくなる学校に、ぜひしても
らいたい。

　マニフェストも立派な内容であり、生徒、保
護者からの評価も良い。

　地域連携が取れている。中予地区人権・同和
教育研究協議会の分科会では、多くの参加者を
得た。

　アンケートで生徒、保護者の評価が良く、ラ
ンキングも上位である。
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提言等に対する改善方策等評　　価　　・　　提　　言　　等

　普通科であり、進路（進学）の実績が学校の
評価に大きく影響を与えると思う。

　ホームルームでの学びを日々の生活の中で生
かせるように心を育てていただきたい。

　男子に比べて女子の大学進学率が低いという
ニュースが流れたが、大学で何を学びたいのか
という意識を明確にすることが大切ではない
か。
　生徒一人一人に応じた、性格、能力にあった
visionを一年生から示して、それに向けてサ
ポートしていってほしい。

　生徒のニーズを捉え、もう一段階絞り込んだ
学科の検討をしてはどうか。


